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教祖 140 年祭に向かって
布教として、とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 579 号

　

祖
教

140

て
し
と
つ
一
の
動
活
祭
年

せ
さ
め
と
つ
を
」
め
と
づ
い
願
お
「

と
つ
お
が
内
管
。
す
ま
き
だ
た
い
て

ぞ
れ
そ
、
め
深
を
い
思
る
も
込
に
め

進
を
動
活
祭
年
に
調
順
が
会
教
の
れ

、
た
ま、
う
よ
す
ま
き
で
が
と
こ
る
め

と
い
た
き
だ
た
い
て
せ
さ
め
と
つ
て

。
す
ま
い
思　

支
の
月
毎
は
間
時
施
実
、
日
施
実

前
午
の
日
議
会
長
部

9

務
教
り
よ
時

た
い
て
せ
さ
め
と
つ
て
に
殿
神
庁
支

。
す
ま
き
だ　

月
今
、
は
間
期

8
月
2

189
年
1

。
で
ま
月

　

す
ま
来
出
拝
参
て
せ
わ
合
で
道
全

教
の
く
多
め
じ
は
生
先
長
部
支
。
す

を
力
の
様
皆
の
者
信
く
ぼ
う
よ
、
会

。
す
ま
い
思
と
い
た
し
集
結

区
教
道
海
北

   

つ
一
手
一
『

  

』
め
と
づ
い
願
お

教区ホームページ

北海道教区

会
こ
び
ま
や　

）
表
代
普
充
野
藤
（
会
こ
び
ま
やは

で

7
月
19

、
て
に
庁
支
務
教
、
日

、
い
合
め
深
を
り
が
な
つ
の
師
教
布

ま
や
「
会
る
す
援
応
を
け
が
い
を
に

し
始
開
を
動
活
な
た
新
の
」
会
こ
び

。
た　

教
た
れ
た
立
に
つ
さ
い
あ
の
会
開

約
、
は
生
先
長
区

20

ま
や
「
の
前
年

説
て
い
つ
に
緯
経
の
足
発
」
会
こ
び

続
継
が
動
活
け
が
い
を
に
、
上
の
明

、
り
な
と
践
実
仰
信
な
的
常
日
つ
か
的

た
し
援
支
を
け
が
い
を
に
「
が
会
本

き
で
成
達
を
的
目
の
会
う
い
と
」
い

上
り
作
に
共
と
ん
さ
な
み
、
う
よ
る

。
た
れ
さ
話
と
い
た
き
行
て
げ　

の
教
布
・
長
会
教
分
和
札
（
氏
秀
和

が
い
を
に
が
）
長
寮
副
寮
道
海
北
家

が
動
活
け
が
い
を
に
、
と
事
来
出
の

守
ご
の
り
周
の
身
な
々
様
す
ら
た
も

。
た
れ
さ
話
教
て
い
つ
に
護　

義
意
の
け
が
い
を
に
、
は
者
加
参

と
」
応
対
の
時
問
訪
「、
後
だ
ん
学
を

こ
、
え
考
を
ち
持
気
の
方
の
先
問
訪

、
で
と
こ
く
ゆ
て
し
応
対
う
ど
が
ら
ち

か
る
れ
ら
続
を
問
訪
別
戸
く
よ
り
よ

に
組
一
人
二
、
つ
つ
り
探
を
ツ
コ
の

際
実
、
ら
か
て
し
を
備
準
の
体
と
心

が
い
を
に
の
庭
家
辺
周
庁
支
務
教
に　

、
は
で
想
感
の
方
た
れ
さ
講
受
回
今

り
足
に
的
倒
圧
が
数
回
や
験
経
教
布
「

ず
し
少
、
じ
感
を
と
こ
う
い
と
い
な

思
と
い
た
出
に
け
が
い
を
に
も
で
つ

」。
う　

を
々
日
の
て
し
と
者
仰
信
「、
た
ま

副寮長の教話

2人1組でシミュレーション

年祭活動の要は教祖ひながたの実践

与えて喜ぶ親の姿がおたすけであり

生活すべてがおたすけであります

日常に起きる酸いも甘いも

すべてが天の与えであり

その与えを喜ぶことが

ひながたの実践となります

『すべてよろこび

教祖 140 年祭活動 北海道教区スローガン

すべておたすけ

北海道教区』
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第579号 立教185年（2022）8月1日

－　  　－

教祖 140 年祭に向かって
求道として、教えと熱を伝える「研修と伝道」

、
ら
か
い
思
う
い
と
い
た
り
通
で
ん
勇

で
ん
学
を
け
す
た
お
や
け
が
い
を
に

」。
た
し
加
参
で
由
理
う
い
と
い
た
み

区
教
非
是
は
に
ら
さ
、
れ
ら
べ
述
と

う
い
と
い
し
ほ
て
し
を
宿
合
教
布
で

。
た
い
だ
た
い
を
望
要
ご
る
あ
意
熱　　

地
各
内
道
が
種
火
の
動
活
け
が
い
を

、
に
共
と
る
す
待
期
を
と
こ
る
が
広
に

や
く
ゆ
て
げ
上
り
作
て
え
考
に
緒
一

て
し
指
目
を
と
こ
る
な
と
会
こ
び
ま

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
行　

、
は
催
開
回
次

HP

た
い
内
案
り
よ

。
す
ま
し

　  

　
　
　

 

表
代
（

 

）
普
充
野
藤

戸別訪問

婦 

人 

会

 

　

』
会
習
講
任
主
部
支
『

　

）
任
主
子
う
と
村
奥
（
会
人
婦
区
教

、
は
で

7
月
2

て
に
庁
支
務
教
、
日

29

を
会
習
講
任
主
部
支
し
加
参
が
名

。
た
し
催
開　

、
ら
か
生
先
長
区
教
し
際
に
講
開

び
喜
て
べ
す
『
ン

 

す
た
お
て
べ
す

け 

、
で
の
た
げ
掲
を
』
区
教
道
海
北

、
で
中
の
活
生
常
日
に
々
共

出
践
実
を
た
が
な
ひ

け
掛
心
う
よ
る
来

い
拶
挨
と
い
た

。
た
い
だ
た　

人
婦
て
い
続

介
紹
の
員
委
会

教
、
れ
さ
な
が

婦
「
ら
か
任
主
区

人
は
と
動
活
会
人

、
り
あ
で
事
る
て
育
を

は
に
方
ん
さ
任
主
部
支

方
ん
さ
長
部
員
委
内
部
支
に
ず
わ
思

を
心
に
か
や
細
と
り
と
ひ
お
人
一
お

心
を
夫
工
つ
育
に
々
共
、
で
い
な
つ

。
た
べ
述
を
想
感
と
」。
た
し
ま
い
思
と　　

る
あ
の
み
し
親
、
り
な
と
制
体
新

ま
り
お
て
し
指
目
を
会
人
婦
区
教

改
を
び
喜
の
動
活
る
よ
に
面
対
。
す

し
ま
り
な
と
会
機
る
え
合
じ
感
て
め

も
に
上
の
動
活
部
支
非
是
、
で
の
た

。
す
ま
じ
存
と
ら
た
け
頂
て
立
役
お

　

委
彦
清
橋
髙
（
会
員
委
当
担
生
学

、
は
）
長
員

7
月
3
日
14

札
り
よ
時の

路
釧
、
館
函
、
蘭
室
、
幌

4

場
会

、
し
施
実

4

で
場
会

49

。
加
参
が
名

　

の
ひ
ら
が
な
み
し
楽
た
ま
、
事
う
ら

事
行
た
し
に
ト
プ
セ
ン
コ
を
ん
し
き

婦人会  受講の様子

婦人会支部主任
講習会の動画

7/9の函館支部
婦人会総会➡

室蘭会場 釧路会場

。
た

　

人
婦
、
は
で
ム
ラ
グ
ロ
プ

の
成
作
部
本
会

DVD

聴
視
を

・
長
会
教
大
臺
仙
、
し

元
藤
加
、
長
区
教
城
宮

で
話
お
の
生
先
郎
一

か
様
神
は
用
御
「、
は

で
の
る
い
だ
た
い
て
え

い
だ
た
い
て
け
す
た
、
て

や
り
か
わ
を
事
の
と
」。
る
い
て

。
た
い
だ
た
い
て
せ
ば
学
く
す　

由
自
と
い
あ
い
あ
気
和
ら
が
な
し
介

。
た
れ
わ
行
が
換
交
報
情　

任
主
部
支
全
「、
は
員
委
任
常
田
山

21で
り
ぶ
し
久
、
り
あ
が
加
参
の
部
支

を
話
お
い
良
、
し
ご
過
を
間
時
い
し

部
支
、
い
ら
も
て
せ
か
聞
ん
さ
く
た

こ
つ
持
く
強
を
覚
自
の
て
し
と
任
主

夫
工
で
内
部
支
。
た
し
ま
き
で
が
と

で
ん
勇
、
で
い
な
つ
を
心
ら
が
な
し

い
た
き
い
て
め
す
す
を
動
活
会
人
婦

➡

受付で検温を

2

学 

生 

担 

当 

委 

員 

会

 

　

ん
し
き
の
ひ
『　
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教祖 140 年祭に向かって
たすけあいとして、悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

　
4

ご
場
会
。
明
説
諸
、
拶
挨
長
員
委
の

よ
い
、
て
し
を
ど
な
介
紹
己
自
に
と

。
始
開　

庁
支
務
教
、
は
場
会
幌
札
の
天
晴

4

し
を
い
拾
ミ
ゴ
で
れ
ぞ
れ
そ
場
会

じ
か
ら
あ
、
て
し
用
利
を
図
地
真
写

ん
し
き
の
ひ
ら
が
な
み
し
楽
、
し
ア　

2達
ん
さ
生
学
。
た
し
ま
き
で
が
催
開

て
見
を
姿
る
い
で
ん
し
楽
や
顔
笑
の

し
楽
れ
ふ
に
道
お
が
生
学
。
す
ま
い

す
を
ん
し
き
の
ひ
で
ん
勇
ら
が
な
み

に
ん
さ
皆
の
区
教
道
海
北
、
を
姿
る

。
た
し
ま
り
な
に
い
ぱ

 

担
学
の
路
釧
、
館
函
、
蘭
室
た
ま

備
準
前
事
、
き
頂
を
力
協
の
者
当
担

も
日
当
や

zoom

）
ン
イ
ラ
ン
オ
（

生
学
。
た
し
ま
来
出
が
事
る
が
繋
で

事
行
る
が
繋
に
次
が
方
ん
さ
皆
の
会

あ
に
当
本
ま
さ
皆
た
し
ま
き
頂
え
添

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り　

多
も
加
参
の
員
会
年
少
は
回
今

学
で
携
連
の
会
各
に
ら
さ
後
今
、
く

参
で
味
意
る
げ
広
を
野
そ
す
の
会
生

、
は
ら
か
生
学
加
参
。
す
ま
い
思
と

し
ま
き
だ
た
い
を
ど
な
見
意
い
良
の

述
を
想
感
が
長
員
委
橋
髙
と
」。
た

。
た
べ

会
総
部
支
西
北
幌
札
●　　

部
支
朗
志
木
荒
（
部
支
西
北
幌
札

、
は
で
）
長

7
月
5

・
長
区
教
新
日

幌
札
、
し
え
迎
お
を
生
先
人
尚
村
奥

合
会
人
婦
（
部
支
に
場
会
を
会
教
分

者
加
参
を
会
総）
同

42

。
催
開
て
に
名

　

前
午

10

、
め
と
づ
り
座
、
り
よ
時

り
ど
を
て
首
八
よ
づ
ろ
よ
、
で
ち
立
総

同
、
め
と
つ
を

10
時
30

。
典
式
り
よ
分

 

れ
ふ
あ
心
親
の
祖
教
り
よ
長
部
支

意
の
へ
動
活
祭
年
に
と
も
を
話
お
る

、
り
あ
が
拶
挨
る
れ
さ
示
を
み
込
気

挨
の
任
主
部
支
会
人
婦
、
き
続
き
引

、
表
発
の
員
職
役
新
、
告
報
計
会
、
拶

講
念
記
の
長
区
教
新
、
後
の
絡
連
諸

。
た
し
ま
し
聴
拝
を
演　

つ
お
は
生
先
村
奥
、
で
中
の
演
講

さ
切
大
の
教
布
、
け
づ
さ
お
と
め
と

く
熱
、
て
し
通
を
験
体
の
身
自
ご
を

。
会
閉
に
杯
一
心
み
勇
同
一
れ
か
説　

配
を
当
弁
お
に
者
加
参
、
後
の
そ

。
た
し
ま
り
な
と
散
解
し
布

                       

理
代
友
社
（

 

）
利
隆
藤
佐

教務支庁会場

函館会場

会
総
部
支
高
日
●　　

）
長
部
支
男
志
与
田
和
（部
支
高
日

、
は
で

7
月
9
日
10

会
教
、
り
よ
時

し
と
象
対
を
者
当
担
部
各
、
妻
夫
長

取
平
。
催
開
を
会
総
の
で
数
人
少
て

に
場
会
を
会
教
分

29

し
加
参
が
名

。
た　

ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
「、
は
で
文
祭

の
事
行
な
々
色
、
り
よ
に
大
拡
染
感

例
、
も
動
活
部
支
、
れ
か
引
が
約
制

来
出
も
事
う
行
で
勢
体
な
全
万
も
会

く
早
も
日
一
。
す
ま
り
居
て
れ
さ
く

に
共
と
民
住
域
地
、
き
頂
息
終

 

安」。
す
ま
い
願
を
事
す
ご
過
て
し
心

。
た
し
上
奏
と　

、
め
と
づ
り
座
の
で
員
全、
で
殿
拝

、
て
い
続、
め
と
つ
を
首
八
よ
づ
ろ
よ

 

。
た
し
読
代
が
長
部　

大
理
総
前
倍
安
の
日
前
、
て
い
続

に
件
事
た
れ
さ
撃
銃
に
中
説
遊
が
臣

多
の
事
い
暗
な
変
大
、
も
つ
つ
れ
触

、
と
要
必
も
い
笑
の
し
少
、
今
昨
い

な
か
や
和
、
が
だ
け
だ
間
の
瞬
一
は　

例
項
事
絡
連
に
単
簡
、
は
後
の
そ

行
を
肉
焼
、
ら
な
年
例
、
い
行
を
会

、
が
た
い
て
け
設
を
時
い
し
楽
、
い

ち
持
、
し
備
準
を
食
軽
、
様
同
年
昨

                  

　
　

  

友
社
部
支
（

 

）
徳
康
井
土

日高支部  開式前の様子

支 

部 

総 

会

3
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教祖 140 年祭に向かって
災害対策として、「ひのきしんの実践と訓練」装備と備蓄

部
支
川
上
●

   

祭
願
祈
息
終
情
事
界
世　　

）
長
部
支
之
道
畠
白
（
部
支
川
上

、
は
で

7
月
9

後
午
日

1

支
り
よ
時

ら
員
職
役
び
よ
お
妻
夫
長
会
教
内
部24

を
会
教
分
山
永
、
て
し
加
参
が
名

、
禍
ナ
ロ
コ
う
る
振
を
威
猛、
に
場
会

攻
侵
ナ
イ
ラ
ク
ウ
る
よ
に
ア
シ
ロ

い
て
い
だ
た
い
せ
見
お
に
界
世
、
等

勇
を
り
ど
を
て
、
め
と
づ
り
座
、
て

り
執
を
祭
願
祈
息
終
、
め
と
つ
で
ん　

計
動
活
の
年
今
、
り
わ
変
が
度
年

感
の
ナ
ロ
コ
に
期
時
る
す
談
相
を
画

か
、
り
お
て
い
着
ち
落
的
較
比
が
染

つ
し
意
留
に
大
拡
染
感
は
中
の
世
つ

と
る
め
進
し
推
を
動
活
済
経
会
社
つ

会
総
部
支
か
と
何
、
で
中
の
れ
流
の

し
施
実
や
い
、
か
い
な
き
で
施
実
を

議
協
々
種
、
り
が
あ
が
声
の
と
い
た

事
る
な
に
密
て
せ
寄
を
人
、
果
結
の

内
部
支
を
者
加
参
に
め
た
る
け
避
を

定
限
に
員
職
役
び
よ
お
妻
夫
長
会
教

と
会
総
部
支
は
で
定
限
者
加
参
し
か

が
称
名
な
う
よ
の
ど
、
く
難
い
言
は

事
な
き
大
る
い
て
れ
ら
せ
見
に
界
世

願
祈
う
願
を
息
終
い
早
も
刻
一
の
情

。
た
し
決
と
に
祭　

文
祭
の
願
祈
息
終
が
長
部
支
は
日
当

に
か
ら
高
も
べ
調
の
物
鳴
、
後
の
上
奏

。
た
め
と
つ
を
め
と
づ
り
座
で
ん
勇　

、
中
る
減
が
者
拝
参
で
禍
ナ
ロ
コ

次
月
い
な
り
足
が
手
で
会
教
の
く
多

、
で
況
状
る
い
て
れ
ら
め
と
つ
が
祭

せ
さ
め
と
つ
に
々
久
を
め
と
つ
お
の

》
だ
ん
勇
心
《、
て
い
だ
た
い
て

と

　
　
　
　

      

　    

友
社
部
支
（

 

）
司
光
矢
大

札幌北西支部婦人会

災
　
救
　
隊

   
　

』
動
出
隊
部
支
蘭
室
『

　

隊
夫
三
藤
加
（
隊
救
災
部
支
蘭
室

、
は
で
）
長

6
月
18

7
月
29
日解

の
会
教
し
戻
お
内
管
部
支
、
で
ま

べ
延
、
し
施
実
を
業
作
体

80

出
が
人

。
た
し
動　

で
会
例
部
支
の
先
、
は
と
こ
の
こ

支
で
隊
救
災
を
体
解
の
会
教
し
戻
お

、
り
な
と
し
話
の
と
か
う
ど
は
て
し
援

了
で
会
員
委
策
対
害
災
部
支
、
速
早　

す
動
移
を
柱
や
梁
、
は
業
作
体
解

ん
と
ほ
、
し
用
使
を
機
重
み
の
時
る

、
は
初
当
。
た
れ
わ
行
で
業
作
手
が
と6

雨
、
が
た
し
と
定
予
了
終
に
末
月

月
今
、
し
要
を
間
時
に
業
作
手
と
天

事
無
、
が
た
び
延
が
間
期
業
作
で
ま

。
た
来
出
が
と
こ
る
え
終
を
業
作　

、
は
で
部
支
蘭
室
、
た
ま

2

前
年

対
害
災
る
よ
に
火
噴
の
山
珠
有
り
よ

開
を
議
会
に
的
期
定
、
て
い
つ
に
策

が
な
き
向
出
に
場
役
町
湖
爺
洞
、
き

防
、
し
認
確
を
携
連
の
時
害
災
、
ら

て
し
施
実
に
的
極
積
も
ど
な
練
訓
災

災
防
、
ら
か
と
こ
た
し
う
こ
。
る
い

度
の
こ
、
も
さ
高
の
識
意
る
す
対
に

。
る
あ
で
形
た
し
し
押
後
を
動
出
の　

業
作
手
が
ど
ん
と
ほ
、
は
体
解
「

な
き
大
、
中
間
期
、
し
外
り
取
の
で

せ
さ
め
と
つ
、
く
な
が
ガ
ケ
や
故
事

り
あ
、
り
よ
に
な
が
事
た
え
ら
も
て

命綱を付けて安全確保での作業

剥がしたトタンの片付け

各 

地 

の 

動 

き

4

　

抄
誌
日
庁
支
務
教
道
海
北

訃
　
報

   

26
10

　
　

和
令
・
年
五
八
一
教
立

4
年

　
山
富
・

　 

様
雄
敦

　
7
月
2

（
直
出
日

70

）
歳

　

事
主
区
教
道
海
北
元

　

長
部
支
知
空
南
元

　

長
会
前
会
教
分
山
栗

　      

）
部
支
知
空
南
（

枝
松
・

 

　

様
安
隆

　
5
月
4

（
直
出
日

90

）
歳

　

長
会
教
分
上
豊
旭

　
　
　
　

 

）
部
支
川
上
（

部
岡
・

 

様
子
め
う

　
6
月
3

（
直
出
日

95

）
歳

　

長
会
前
会
教
分
北
拓

　 

）
部
支
豊
白
幌
札
（

橋
高
・

  

様
夫
三
二

　
6
月
17

（
直
出
日

98

）
歳

　

長
会
前
会
教
分
磯
上

　          

）
部
支
島
渡
（

口
山
・

 

　

様
道
善

　
6
月
23

（
直
出
日

92

）
歳

　

長
会
前
会
教
分
笛
歌

　          

）
部
支
高
日
（

崎
澤
・

 

　

様
廣
正

　
6
月
25

（
直
出
日

86

）
歳

　

長
会
前
会
教
分
道
越

　 

）
部
支
南
中
幌
札
（

介
紹
ん
さ
長
会
教
新

和
令
（

4
年
6
月
26

）
び
運
お
日

部
支
牧
小
苫

　

）
本
洲
（会
教
分
牧
小
苫

　
　

祭
告
奉

　
9
月
3
日

吉田 正徳  氏
63 歳

部
支
勝
十

　

）
龍
雨
（
会
教
分
得
新

　
　

祭
告
奉

　
9
月
11
日

清野 欣伯  氏
45 歳

7
月
2
日
　

議
会
長
部
支

　
　
　
　
　

会
習
講
任
主
部
支
会
人
婦

　
　

4
日
　

会
例
部
支
南
中
幌
札

　
　

5
日
　

長
区
教

　
　
　
　
　
　
　

席
出
会
総
部
支
西
北
幌
札

　
　

9
日
　

長
区
教

　

席
出
会
総
部
支
走
網

　
　

13
日
　

会
人
婦
部
支
西
北
幌
札

　
　
　
　
　

  

き
拭
窓
舎
庁

　
　

　
　

25
日
　

議
会
長
区
教

　
　
　
　
　

議
会
員
委
営
運

　
　

26
日
　

式
拝
遥
祭
次
月
部
本

　
　
　
　
　

議
会
事
主


